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の 岩 石 ~  2 ) 前 期 古 井 イ t の 構 造 発 達 史 ; P . 2 4 0 - 2 4 1 , 永 広 昌 之 ・ 大  1 二 和 良 ・ 蟹
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建 設 技 術 者 の た め の 東 北 地 方 の 地 質 編 集 委 員 会 編 ,
東 北 地 力 の 地 質 . 休 ■ 東 北 建 設 協 会 . ( 共 同 編 集 )
聰 史 ・ 永 広 昌 之 ・ 早 坂 功 ・ 布 原 啓 史 , 第 1 編
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学 の 進 歩 を 観 る 一 1  旧 金 属 愽 物 館 資 料 標 本 )
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5 . 永 広 昌 之 . 坂 東 祐 司 , 1 9 7 8 , 南 部 北 上 . 山 地 の ぺ ル ム 系 登 米 層 か ら X ι 加 d i S 側 S
の 発 見 . 地 質 学 雑 誌 ,  V . 8 4 ,  P . 3 7 - 3 8
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2 0 0 6 , 建 設 技 術 者 の た め の
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の 発 見 と そ の 意 義 . 地 質 学 礪 歸 志 ,  V . 8 6 ,  P . 4 8 4 - 4 8 6
M u r a t a ,  M . ,  o k a m i ,  K . ,  K a n i s a w a ,  S .  a n d  E h i r o ,  M 、 , 1 9 8 2 ,  A d d i t i o n a l e v i d e n c e
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Bando, Y. and Ehiro, M.,1982, on some Lower Triassic ammonites from the
Osawa Formation at Asadanuki, Towa-cho, Tome-gun, Miyagi prefecture,
Northeast Japan.ファα11SaCガωIS 4πdpl0ιιιdiπgS ω"所ι Pα1αι0πt010宮'允αIS0ιiιぢ oj





Ehiro, M, and Bando, Y.,1985, Late permian ammonoids from the southern
Kitakami MasS辻, Northeast Japan. rrαπSacti011S απd ploCιιdl'πgs oj ihι






Kanisawa, S. and Ehiro, M.,1986, occurrence and geochemical nature of
Phosphatic rocks and Mn-rich carbonate rocks in the Toyoman series,
KitakamiMountains, Nottheastern Japan.ノ'0記才"α10/所ιノαつ4πeseAssociαた'0π oj




Ehiro, M., shimoyama, S. and Murata, M.,1986, some permian cyc]010baceae
from the southern Kitakami Massif, Northeast Japan. r1α兜Sαιh'0?1S απd
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布 す る 先 第 三 系 滝 根 層 群 . 福 島 県 立 博 物 館 紀 要 , n o . 3 , P . 2 1 - 3 7
蟹 沢 聰 史 . 吉 田 武 義 ・ 石 川 賢 一 ・ 永 広 昌 之 ・ 青 木 謙 ・ 一 郎 , 1 9 8 9 , 北 上 山 地 , 古
第 三 紀 珪 長 質 火 1 _ 1 , 1 岩 類 の 地 球 化 学 的 研 究 . 核 理 研 研 究 蛾 告 ,  V . 2 2 , P . 7 6 - 8 5
E h i r o ,  M .  a n d  T a k i z a w a ,  F . , 1 9 8 9 ,  F O 0 1 ' d i C ι 1 ' a s  a n d  D 0 祝 α t o C ι ア α S  ( N a u t i l o i d
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永 広 昌 之 . 大 上 和 良 , 1 9 9 0 , 阿 武 隈 山 地 東 縁 部 の 松 ケ 平 変 成 岩 と 上 部 デ ポ ソ 系
合 ノ 沢 層 の 層 位 関 係 . 地 質 学 雑 誌 ,  V . 9 6 ,  P . 5 3 7 - 5 4 7
永 広 昌 之 . 大 上 和 良 , 1 9 9 1 , " 松 ケ 平 ・ 母 体 帯 " と 南 部 北 上 帯 一 束 北 日 木 の 古
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2 9
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N o r t h e a s t  J a p a n  a n d  t h e i r  s t r a t i g r a p h i c  s i g n i f i c a n c e . ノ ' 0 1 ι ア π α 1 0 f  i h e  G 卯 1 0 g i ι α 1
S o c i ι t y  o j / ' α つ α π ,  V . 9 8 ,  P . 1 9 7 - 2 0 4
大 上 和 良 . 越 谷 信 . 永 広 昌 之 , 1 9 兜 , 北 上 ・ 阿 武 隈 山 地 に 分 布 す る 中 ・ 古 生
界 の 砂 岩 組 成 . 地 質 学 論 集 , n 0 3 8 , P . 4 3 - 5 7
永 広 昌 之 . 大 上 和 良 , 1 9 9 2 , 南 部 北 l f 譜 は ク リ ヅ ぺ か ? 地 球 科 学 ,  V . 4 6 ,  P
1 9 9 - 2 0 7
蟹 澤 聰 史 . 永 広 昌 之 . 大 上 和 良 , 1 9 兜 , 松 ケ 平 一 母 体 変 成 岩 類 中 の 角 閃 岩 類
の  K - A t  年 代 と そ の 意 義 . 岩 鉱 ,  V . 8 7 ,  P . 4 1 2 - 4 1 9
大 槻 憲 四 郎 . 永 広 昌 之 , 1 9 9 2 , 東 北 日 本 の 大 規 模 左 横 ず れ 断 層 系 と 日 本 の 地 体














36 Ehiro, M.,1992, A new spedes of P41αえι11πιアitιS (Triassic ammonoid) from
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地 ,  P . 9 4 - 9 5 , 下 部 白 亜 系 姥 石 層 淡 水 性 貝 化 石 お よ び 産 地 ,  P . 1 5 6 - 1 5 7 , デ ポ ン
系 大 野 層 下 部 の ス ラ ン プ ,  P . 1 8 2 - 1 8 3 , 壺 ノ 沢 変 成 岩 ,  P , 1 8 4 - 1 8 5 , 正 法 寺 閃
緑 岩 ,  P . 1 8 6 - 1 8 7 , ナ k 上 花 樹 岩 類 ,  P . 1 8 8 - 1 8 9 , 母 体 変 成 岩 類 ,  P . 2 3 2 - 2 3 3 ,
早 池 峠 衝 上 断 層 の 露 頭 ,  P . 2 3 4 - 2 3 5 , 日 詰 ・ 一 気 仙 沼 断 層 沿 い の 断 層 線 崖 )
Ⅳ .
口 頭 発 表 ( 学 会 報 告 な ど )
1 . 大 槻 憲 四 郎 . 北 村 信 ・ 宮 口 英 雄 ・ 川 上 享 ・ 永 広 昌 之 ・ 関 口 秀 生 , 1 9 7 1 , 岩
石 物 性 に お よ ぼ す 水 の 影 料 に つ い て . 日 本 地 質 学 会 第 7 8 年 総 会 ( 九 州 大 学 )
2 . 北 村 信 . 大 槻 憲 四 郎 ・ 宮 口 英 雄 ・ 川 上 享 ・ 永 広 昌 之 ・ 関 口 秀 生 , 1 9 7 1 , 岩
石 物 性 か ら み た 小 断 層 の 意 義 に つ い て . 日 本 地 質 学 会 第 7 8 年 総 会 ( 九 州 大 学 )
3 . 永 広 昌 之 ・ 北 村 信 ・ 大 槻 憲 四 郎 , 1 9 7 3 , 高 封 圧 下 に お け る 岩 石 の 筈 1 姻 の 発 生
と そ の 形 態 . 日 本 地 質 学 会 第 8 0 年 学 術 大 会 ( 東 北 大 学 )
4 . 永 広 昌 之 , 1 9 7 3 , 南 部 北 上 山 地 日 詰 一 気 仙 沼 構 造 線 周 辺 の 地 質 . 構 造 地 質 研









Otsuki, K. and Ehiro, M.,1978, Major strike-S1ゆ faults and their bearing on
Spreading in the Japan sea.1πオ.6ιodyπα"1ics c011メ"1PιStιアπ PaaπC"απd






Ⅱ Bando, Y. and Ehiro, M.,1981, on some Lower Triassic ammonites from the






























E h i r o ,  M . ,  s h i m o y a m a ,  S .  a n d  M u r a t a ,  M . , 1 9 8 5 ,  s o m e  p e r m i a n  c y d 0 1 0 b a c e a e
f r o m  t h e  s o u t h e r n  K i t a k a m i  M a s s i f ,  N o r t h e a s t  J a p a n . 日 本 古 生 物 学 会 第 1 3 4
会 例 会 ( 大 阪 市 立 大 学 )
田 沢 純 一 ・ 荒 木 英 夫 ・ 永 広 昌 之 , 1 9 8 5 , 南 部 北 上 山 地 の ぺ ル ム 紀 腕 足 類
R 允 h 所 o f 肌 m , A 加 加 α ル U a . 日 本 地 質 学 会 東 北 支 部 会
永 広 昌 之 ・ 田 沢 純 一 ・ 大 石 雅 之 ・ 大 上 和 良 , 1 9 8 6 , 北 上 山 地 , 早 池 峰 山 南 方 小
田 越 付 近 の シ ル ル 系 . 日 本 地 質 学 会 第 9 7 年 学 術 大 会 ( 山 形 大 学 )
大 上 和 良 ・ 永 広 昌 之 ・ 栗 谷 川 寛 衛 ・ 浅 沼 晃 子 , 1 9 8 6 , " 早 池 蜂 構 造 帯 " か ら
ι 助 加 ル 1 0 卿 規 の 産 出 . 日 本 地 質 学 会 東 北 支 部 会
永 広 昌 之 ・ 大 上 和 良 , 1 9 8 7 , " 早 池 降 構 造 帯 " 衝 上 断 層 に つ い て . 日 本 地 質 学
会 東 北 支 部 会
大 上 和 良 ・ 永 広 昌 之 ・ 栗 谷 川 寛 衛 ・ 浅 沼 晃 子 , 1 9 8 7 , 釜 石 地 域 に 分 布 す る 古 生
界 の 再 検 討 . 日 本 地 質 学 会 第 9 4 年 学 術 大 会 ( 大 阪 市 立 大 学 )
永 広 昌 之 ・ 大 上 和 良 , 1 9 8 7 , 早 池 雌 衝 上 断 層 一 南 部 北 上 山 地 と " 早 池 雌 獣 造
帯 " と の 境 界 の ・ 一 形 態 . 日 木 地 質 学 会 第 9 4 年 学 術 大 会 ( 大 阪 市 立 大 学 )
永 広 昌 之 ・ 大 上 和 良 , 1 9 8 8 , " 早 池 峰 構 造 帯 " の 地 質 構 造 . 日 本 地 質 学 会 東 北
支 部 会
蟹 沢 聰 史 ・ 永 広 昌 之 ・ 大 上 和 良 , 1 9 8 8 , " 早 池 静 構 造 帯 " を 構 成 す る 塩 基 性 岩
類 . 日 本 地 質 学 会 第 鮖 年 学 術 大 会 ( 琉 球 大 学 )
永 広 昌 之 ・ 竹 谷 陽 二 郎 ・ 蟹 沢 聰 史 , 1 9 即 , 阿 武 隈 山 地 中 央 部 の 滝 根 層 群 ( 時 代
未 詳 ) に つ い て . 日 本 地 質 学 会 東 北 支 部 会
永 広 昌 之 ・ 大 上 和 良 , 1 9 即 , 合 ノ 沢 層 ( 上 部 デ ボ ン 系 ) 基 底 の 不 整 合 と 先 上 部
デ ポ ン 系 基 盤 岩 類 . 日 本 地 質 学 会 第 9 6 年 学 術 大 会 ( 茨 城 大 学 )
蟹 沢 聰 史 ・ 永 広 昌 之 ・ 竹 谷 陽 二 郎 , 1 9 8 9 , 阿 武 隈 山 地 , 大 沌 根 山 西 方 の 滝 根 層
群 . 日 本 地 質 学 会 第 9 6 年 学 術 大 会 ( 茨 城 大 学 )
永 広 昌 之 , 1 9 8 9 , 東 北 日 本 の 先 第 三 紀 地 質 構 造 発 達 史 の 諸 " 司 題 . 楴 造 地 質 研 究
会 1 9 8 9 年 春 の 例 会 ( 茨 城 大 学 ; 招 待 講 演 )
永 広 昌 之 ・ 大 上 和 良 , 1 9 8 9 , 東 北 日 本 中 ・ 古 生 界 の 構 造 帯 区 分 と 構 造 発 達 史 の
諸 問 題 . 地 学 団 体 研 究 会 第 4 3 回 総 会 シ ン ポ ジ ウ ム ( 福 島 )
永 広 昌 之 , 1 9 9 0 , 「 多 賀 城 碑 」 の 材 質 と そ の 供 給 源 . 日 本 地 質 学 会 東 北 支 部 会
吉 田 武 義 ・ 蟹 沢 聰 史 ・ 永 広 昌 之 , 1 9 9 0 , 早 池 鰯 複 合 岩 類 の 微 量 元 素 組 成 . 岩 鉱





































Ehiro, M., okami, K., Kanisawa, S. and Yoshida, T.,1992, The Hayachine
Tectonic Be]t of Northeast Japan-An early palaeozoic back-arc ri丘一.29所
1πiιア11. Gι01. C0πgl.(kyoio)
Okami, K., EhiTO, M. and Koshiya, S.,1992, changes of composition of the
Paleozoic to Mesozoic sandstones and tectonic deve]opment of the Kitakami
and AbuIくUma Mountains, Northeast Japan.29th 1πtιアπ. Gι01. C0π召'r.(kプ0to)
Okami, K. and Ehiro, M.,1992, Tectonic divisions of the pre-Tertiary rocks






















E h i r o ,  M . , 1 9 9 4 ,  p e r m i a n  a m m o n o i d  f a u n a  o f t h e  K i t a k a m i  M a s s i f ,  N o r t h e a s t
J a p a n  - B i o s t r a t i g r a p h y  a n d  p a l e o b i o g e o g r a p h y - . 1 π t ι 1 初 α ガ 0 π α I  s y 1 π つ O s i 記 " 1  0 π
P ι 1 , 1 π i α π  S t 1 α h ' g 1 α つ h y , ι π υ 力 ' 0 π " 1 ι π t S  α π d  l e s 0 1 ι ? τ ι S  ( A 1 ι g 1 ι S t  2 8 - 3 1 , 1 9 9 4 ,
G 1 ι か α π g ,  c h i π α )
永 広 昌 之 , 1 9 9 4 , 南 部 北 上 帯 の 下 部 ぺ ル ム 系 中 平 層 の 頭 足 類 化 石 . 日 本 地 質 学
会 第 1 0 1 年 学 術 大 会 ( 北 海 道 大 学 )
森 清 寿 郎 . 岩 政 一 ・ 生 ・ 蟹 沢 聰 史 ・ 永 広 昌 之 , 1 9 9 4 , 登 米 統 に 産 す る 含 燐 酸 塩 ノ
ジ ュ ー ル の 成 因 : 初 期 統 成 作 用 に お け る 炭 素 ・ 燐 ・ 硫 黄 の 挙 動 . 日 本 地 質 学 会
第 1 0 1 年 学 術 大 会  d ヒ 海 道 大 学 )
永 広 昌 之 . 蟹 沢 聰 史 ・ 石 川 賢 一 , 1 9 9 5 , 正 法 寺 閃 緑 岩 一 南 部 北 上 帯 西 縁 部 に
お け る 古 期 深 成 活 動 の 意 義 一 . 岩 鉱 学 会 ( 仙 台 )
永 広 昌 之 . 荒 木 英 夫 . 高 泉 幸 浩 , 1 9 鮖 , 南 部 北 上 山 地 , 気 仙 沼 市 黒 沢 の 中 期 ~
後 期 ぺ ル ム 紀 頭 足 類 化 石 . 日 本 地 質 学 会 第 1 0 2 年 学 術 大 会 ( 広 島 大 学 )
永 広 昌 之 . 荒 木 英 夫 , 1 9 9 5 , 南 部 北 上 山 地 , 雪 沢 の 鬼 丸 層 産 ブ ソ モ ノ イ ド
h 力 m C の 松 S と そ の 意 義 . 日 木 地 質 学 会 東 北 支 部 会 ( 仙 台 )
E h i r o ,  M .  a n d  K a n i s a w a ,  S . , 1 9 9 5 ,  F o r m a t i o n  o f  s o u t h  K i t a k a m i  M i c r o c o n t i ・
n e n t  a n d  i t s  e v o l u t i o n  d u r i n g  t h e  E a r ] y - M i d d l e  p a l e o z o i c . 1 π t .  S ) , " 1 P . 6 ι 0 1 0 幻 ,  o j
S 0 1 ι t h ι α S t  A S I ' α α π d  a d j α ι ι π t  α ア ι α S  q - 9  N 0 υ . 1 9 9 5 ,  H α 1 1 0 i )
永 広 昌 之 . 蟹 沢 聰 史 , 1 9 9 6 , 南 部 北 上 古 陛 の 誕 生 と 発 展 一 東 ブ ジ ア の 古 生 代
構 造 発 達 史 に 関 連 し て ー . 科 研 費 総 研 ( B ) 「 ブ ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 の 形 成 と 目
木 列 島 一 第 3 0 回 万 国 地 質 学 会 ( 1 明 6 ) に 向 け て ー 」 特 別 シ ン ポ ジ ウ ム ( 神 戸
大 学 )
鈴 木 雄 太 郎 . 永 広 昌 之 ・ 森 啓 , 1 9 9 6 , 南 部 北 上 山 地 , 水 沼 地 域 の ジ ュ ラ 系 の 対
比 .  H 本 地 質 学 会 第 1 0 3 年 学 術 大 会 ( 東 北 大 学 )
永 広 昌 之 , 1 9 9 6 ,  U 0 π o d i ι 加 d i π α " 1 α t S 記 6 α i s h i 帯 ( 中 部 ぺ ル ム 系 叶 倉 統 一 F 部 )
の ブ ン モ ノ イ ド と そ の 年 代 . 日 木 地 質 学 会 第 1 0 3 年 学 術 大 会 ( 東 北 大 学 )
吉 田 武 義 . 蟹 沢 聰 史 . 永 広 昌 之 , 1 9 9 6 , 北 上 山 地 , 前 期 古 生 代 早 池 雌 複 合 岩 類
の 地 球 化 学 . 日 本 地 質 学 会 第 1 0 3 年 学 術 大 会 ( 東 北 大 学 )
永 広 昌 之 , 1 9 9 6 , ゴ ソ ド ワ ナ 北 縁 で の 南 部 北 上 古 陸 の 形 成 と ゴ ン ド ワ ナ か ら の
分 離 . 北 上 過 程 を め ぐ っ て 一 北 上 山 地 の 地 質 構 造 発 達 史 に 関 す る 最 近 の 研 究
成 果 の 紹 介 一 . 構 造 地 質 研 究 会 1 9 9 6 年 春 の 例 会 ( 東 北 大 学 )
永 広 昌 之 , 1 9 9 6 , ア ン モ ノ イ ド 化 石 か ら み た 東 ア ジ ア の ぺ ル ム 紀 ~ 三 畳 紀 古 地















Ehiro, M.,1996, Ammonoid paleobiogeography of the south Kitakami
Microcontinent (Northeast Japan) and paleogeography o{ East Asia during
Permian to Triassic time.30th 1πtι1π. Gι01. C0πg.(Beijing,4-14 Aug.,1996)
Morikiyo, T.,1Wamasa, K., Kanisawa, S. and Ehiro, M.,1996, origin of
Phosphatic nodules from the Toyoman series, Japan: The behavior of carbon,






Ehiro, M.,1997, Ammonoid biostratigraphy of the Middle permian in the
South K北akami Belt, Japan and correlation with the refa'ence sections in the
Tethyan region and North America. r11ι StlZι1ιChl' 1πtιアπαh'0π41 &」1πつOsi記"10π
が1ι Pel'1πiαπ ojEastι1'π rιthysJ Biosb'αガglWつhy, Pα1αωgιog1αつhy απd RιS0記1τιS










Ehiro, M.,1999, Gondwana-derived continental hagments in the Japanese





















大 藤 茂 . 永 広 昌 之 , 2 0 0 0 , 東 ア ジ ア の 地 体 構 造 に お け る 沿 海 州 の 位 置 . 地 学
団 体 研 究 会 第 5 4 会 総 会 シ ン ポ ジ ウ ム ( 横 浜 )
E h i r o ,  M . , 2 0 0 0 ,  o r i g i n  o f  s o m e  s m a Ⅱ  C o n t i n e n t a l  b l o d 鵄  d i s t r i b u t e d  i n  E a s t
A s i a .  r h ι  S ι C 0 π d  S ツ " ψ O s i 記 1 π  o j l G C P P ア 0 j ι d  4 1 1  0 π が 1 ι  G ω d ヅ π α " 記 ' C  P ル ι ι S S ι S
O j  G 0 π d 1 υ α " α 1 α π d - d ι 1 ' i u e d  7 ι ? り ' α π ι S  i π 三 a s t h ι 1 ' π  A S I ' α ( A 1 ι g . 2 8 - 2 9 , 2 0 0 0 ,
S ω 泓 1 ) )
永 広 昌 之 ・ 野 木 大 志 ・ 森 啓 ・ 川 島 悟 一 ・ 鈴 木 紀 毅 ・ 吉 原 賢 , 2 0 0 0 , 北 部 北
上 山 地 , 葛 巻 ・ 一 釜 石 帯 の 石 灰 岩 礫 岩 よ り 六 放 サ ン ゴ 化 石 の 産 出 と そ の 意 義
日 木 地 質 学 会 第 1 0 7 年 学 術 大 会 ( 島 根 大 学 )
永 広 昌 之 ・ 佐 藤 正 道 ・ i 高 泉 幸 浩 , 2 0 0 1 , 仙 台 西 方 の ホ 新 統 茂 庭 層 か ら の 頭 足 類
化 石 A h ι ガ α の 発 見 と そ の 古 環 境 的 意 義 . " 本 古 生 物 学 会 第 1 5 0 回 例 会 ( 岩 井 市 )
永 広 昌 之 . 川 島 悟 一 ・ 鈴 木 紀 毅 ・ 吉 原 賢 , 2 0 0 1 , 北 部 北 上 山 地 , 葛 巻 一 釜
石 帯 ジ ュ ラ 紀 十 リ 川 休 の 地 質 構 造 一 山 田 西 方 地 域 一 . 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会
2 0 0 1 年 合 同 大 会 ( 国 立 オ リ ン ピ ッ ク 記 念 青 少 午 総 合 セ ン タ ー )
千 葉 智 章 . 永 広 昌 之 ・ 長 濱 裕 幸 , 2 0 0 1 , 早 池 雌 帯 の 地 質 椎 造 と 市 力 枇 造 . 地 球
惑 星 科 学 関 連 学 会 2 0 田 年 合 同 大 会 ( 国 立 オ リ ン ビ ッ ク 記 念 青 少 年 総 合 セ ン
タ ー )
E h i r o ,  M . , 2 0 0 1 ,  p e r m i a n - T r i a s s i c  s u c c e s s i o n  o f  e p i c o n t i n e n t a l  s h e l f  f a c i e s
a n d  t h e  t i m e  g a p  a t t h e  p e T m i a n / T r i a s s i c  b o u n d a r y  i n  t h e  s o u t h  K i t a k a m i B e l t ,
N o r t h e a s t  J a p a n . 7 h ι  1 π t ι ア π α ガ 0 " a l  s ) , " 1 つ O s i 記 1 π  0 π ガ 1 ι  G l o h a l  s t ナ α t 0 1 ン つ ι  o j t h ι
1 ) ι 力 π i α π 一  7 π ' a s s i ι  B O U π d α 1 : y  α π d  t h ι  P α 1 ι O Z 0 允 ー ハ 1 ι S o z o i ι 三 υ ι π i s  ( 1 0 - 1 3  A 1 ι g ι ι S t
2 0 0 1 ,  c h α π g χ 力 l g )
永 広 昌 之 , 2 0 0 1 , ハ ン カ 地 塊 の 古 地 理 的 変 遷 一 古 生 物 地 理 か ら の 推 論 と そ の
問 題 点 . 日 本 地 質 学 会 第 1 0 8 年 学 術 大 会 ( 金 沢 大 学 )
吉 原 賢 ・ 永 広 昌 之 ・ 川 島 悟 一 ・ 鈴 木 紀 毅 , 2 0 0 1 , 北 部 北 _ 上 山 地 , ジ ュ ラ 紀 付
加 体 の 地 質 構 造 一 葛 巻 一 釜 石 帯 , 宮 古 ・ 山 田 西 力 地 域 を 例 と し て ー . 日 木
地 質 学 会 第 1 0 8 年 学 術 大 会 ( 金 沢 大 学 )
鈴 木 紀 毅 ・ 吉 原 賢 ・ 川 島 悟 一 ・ ・ 永 広 昌 之 , 2 0 0 1 , 北 剖 珂 ヒ _ 1 二 山 地 , 葛 巻 ・ 一 釜
石 帯 か ら 含 放 散 虫 ノ ジ ュ ー ル の 発 見 と そ の 意 義 .  H 本 地 質 学 会 第 1 0 8 年 学 術 大
会 ( 金 沢 大 学 )
永 広 昌 と . 鈴 木 紀 毅 , 2 0 0 2 , 早 池 峰 構 造 帯 と は 何 か ? 一 早 ' 池 雌 構 造 帯 の 再 検
討 と 根 田 茂 帯 の 玉 即 昌 一 . 構 造 地 質 研 究 会 2 0 0 2 年 度 春 の 例 会 ( 山 形 大 学 )
小 嶋 智 . 永 広 昌 之 寸 ル 誤 谷 生 ・ 香 束 卓 郎 ・ 松 本 み ど り 一 斉 原 憲 博 ・ 鈴 木 紀 毅
. 1 1 1 北 聡 , 2 0 舵 , 極 東 ロ シ ア 南 部 シ ホ テ ア リ ン に お け る 「 超 サ マ ル カ 帯 」 の
ひ ろ が り . 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 2 0 0 2 年 合 同 大 会 ( 国 立 オ リ ン ビ ッ ク 記 念 青 少


















1くojima, S, E11iro, M., Kametaka, M., Kemkin,1.V., otoh, S. and Yamakita, S.,
2002, correlation of paleozoic-Mesozoic accretionary complexes in Japan and
Sikhote-AⅡn. F0泓πh s),"1つOsi記祝 qf'1GCP 434J Cアιtαιι0託S oj所ι S0泓が1ιαSte1π
C0πh'πι11tal Uαフ響'iπ qi' R1ιSSI'α.' rιd0π允S, sedi1兜ιπ力lh'011, Sιq1ιιπιι Stアαh習'rα1)hy
(SιPtι"1hι1' 3-4,2002,' khahα1,oush, R1ιSsiω
Ehiro, M. and suzuki, N.,2002, Late Mesozoic accretionary tectonics in the
Northern KitakamiMassif, Northeast Japan. F0記アih sy抗つOsi記1π 0/16CP434
CアιtaCι0記S oj 所ι S01ιihιαStι1π C0πh'πιπtα11Wα1ξ'iπ 0/ R1ιSsiaJ rιd0πiιS,
Sιdi1πιπtαガ0π, Sιq1ιeπCι Sか4ガgrαつhy (seつtι1πhι才 3-4,2002; Khahα1,0郡た,
R記SSI'a)
Suzuld, N. and Ehiro, M.,2002, A review of microtossiloccurrenceS 丘om Late
Mesozoic accretionary complexes in the Northern K北alくamiMasS任, Northeast
Japan. F0託1Υh sy1πPosi記?π 0/ 1GC四 434J C?でtaCι0記S O/ thι S0記thιαSiιアπ C0ル
h'πιπtal ualgiπ ojR記Ssia: rιd0πics, Sιdi"1ιπtah0π, Sιq1ιιπCι Shah二g1αつh),













Kojima, S., Ehiro, M., Kan〕etaka, M., otoh, S., Yamakita, S. and Kemkin,
1.V.,2002, correlation of paleozoic-Mesozoic ta、ranes in Japan and sikhote-
AHn, Russia. Fourth sy祝つOshι挽 ojlGC1コProjιd<10.411J G卯dyπα"1ic,1,0ιιSSO/
G0πd加απα1απd-dιガWd rι"'απes iπ 1ヲαSt & S0記theaslAsia; rhιiア CπιStα1五υ0"














永 広 昌 之 , 2 0 0 2 , 北 上 山 地 の 地 質 研 究 一 最 近 の 話 題 と 問 題 点 一 ・ . 日 本 地 質
学 会 東 北 支 部 地 質 科 学 シ ン ポ ジ ウ ム ( 岩 手 大 学 工 学 部 : 招 待 )
山 北 聡 . 小 嶋 智 ・ 永 広 昌 之 ・ 鈴 木 紀 毅 ・ 鹿 納 1 晴 尚 ・ 御 前 明 洋 ・ 大 藤 茂 ・ 青
山 正 嗣 . 栗 原 敏 之 , 2 0 0 3 , 日 本 列 島 の 地 体 構 造 の 柞 組 み は ロ シ ブ 極 東 に お い て
ど こ ま で 追 跡 で き る か . 椛 造 地 質 研 究 会 倩 1 岡 大 )
永 広 昌 之 . 吉 原 賢 ・ 鈴 木 紀 毅 , 2 0 0 3 , 北 割 詞 ヒ 上 山 地 , 葛 巻 一 釜 石 帯 ( 川 井 一
宮 古 地 域 ) ジ ュ ラ 紀 付 加 体 の 整 然 相 と 混 在 相 . 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 2 0 0 3 年 合
同 大 会 俳 躬 長 メ ッ セ 国 際 会 議 場 )
鈴 木 紀 毅 . 小 嶋 智 . 鹿 納 晴 尚 ・ 永 広 昌 之 ・ 御 前 明 洋 ・ 栗 原 敏 之 ・ 山 北 聡 .
大 藤 茂 . 青 山 正 嗣 , 2 0 0 3 , 極 東 ロ シ ブ , ハ バ ロ フ ス ク コ ン プ レ ヅ ク ス よ り 玄
武 岩 類 と フ ズ リ ナ 石 灰 岩 を 伴 う ぺ ル ム 紀 チ ャ ー ト の 発 見 と そ の 意 義 . 地 球 惑 星
科 学 関 連 学 会 2 0 0 3 年 合 同 大 会 ( 幕 張 メ ッ セ 国 際 会 議 場 )
永 広 昌 之 . 御 前 明 洋 . 長 谷 川 精 , 2 0 船 , 南 部 北 上 帯 か ら P 甜 π ' π ガ 硲 ( ペ ル ム
紀 ア ン モ ノ イ ド ) の 発 見 と そ の 層 位 学 的 ・ 古 生 物 地 理 学 的 意 義 、 日 本 地 質 学 会
第 Ⅱ 0 年 学 術 大 会 ( 静 岡 大 学 )
小 嶋 智 . 山 北 聡 ・ 鈴 木 紀 毅 ・ 大 藤 茂 ・ 永 広 昌 之 , 2 0 0 3 , 極 東 ロ シ ア , シ
ホ テ ア リ ソ 山 地 の ぺ ル ム 紀 . ジ ュ ラ 紀 付 加 テ ク ト ニ ク ス . 日 本 地 質 学 会 第 Ⅱ 0
年 学 術 大 会 ( 静 岡 大 学 )
H a s e g a w a ,  H . ,  E h i r o ,  M .  a n d  M i s a l d ,  A . , 2 0 0 3 ,  p e r m i a n  p a l e o g e o g r a p h y  o f t h e
S o u t h  K i t a k a m i  B l o c k  ( N o r t h e a s t  J a p a n )  i n  E a s t e r n  A s i a  b a s e d  o n  t h e  a m ・
m o n o i d  f a u n a .  E a s t  E u r a s i a  G e 0 1 0 g i c a l  s e m i n a r  2 0 0 3  - G ω 1 0 g i ι α I U α つ つ 1 ' π g f ω
S 1 ι S t α 1 ' " a h 1 ι  H 1 ι " 1 α 1 1  S o c i ι か ー ( o c t 0 加 1 2 8 - 3 1 , 2 0 0 3 ;  U 1 α α π h α α t α ア ,  A I 0 π g o h ' α )
小 嶋 智 . 束 田 和 弘 . 山 北 聡 ・ 大 藤 茂 ・ 永 広 昌 之 ・  G a l i n a  K i T i Ⅱ O v a ,
2 0 叫 , 極 東 ロ シ ア , ハ バ ロ フ ス ク 北 方 , り ド ガ ー バ ニ ノ 冏 の 地 質 と 放 散 虫 、 日
本 地 質 学 会 第 Ⅱ 1 年 学 術 大 会 ( 千 葉 大 学 )
山 北 聡 . 永 広 昌 之 ・ 鈴 木 紀 毅 ・ 鹿 納 晴 尚 , 2 0 0 4 , 北 部 北 上 帯 南 西 部 の チ ャ ー
ト ー 砕 屑 岩 シ ー ク ェ ン ス に っ い て の コ ノ ド ン ト 化 石 に よ る 海 洋 プ レ ー ト 層 序
の 検 討 . 日 本 地 質 学 会 第 Ⅱ 1 年 学 術 大 会 ( 千 葉 大 学 )
束 田 和 弘 . 小 嶋 智 . 大 藤 茂 ・ 山 北 聡 ・ 永 広 昌 之 ・  G a r i n a  K i r i Ⅱ O v a ,
2 0 叫 , 極 東 ロ シ ア , ノ > ミ ロ フ ス ク 北 方 , ブ ニ ュ イ ド ー ム と そ の 周 辺 の メ タ チ ャ ー
ト の 石 英 の 結 晶 度 ( C D  に っ い て . 日 本 地 質 学 会 第 1 Ⅱ 年 学 術 大 会 ( 千 葉 大 学 )
永 広 昌 之 . 御 前 明 洋 , 2 0 叫 , 南 部 北 上 帯 に お け る ぺ ル ム 紀 ア ン モ ノ イ ド 研 究 の
最 近 の 進 展 一 年 代 対 比 お よ び 古 生 物 地 理 へ の 貢 献 一 . 日 本 地 質 学 会 第 1 Ⅱ 年











110Ehiro, M., Misaki, A. and Hasegawa, H.,2004, permian paleogeography of
Some Gondwana-derived terranes in east and southeast Asia based on the
ammonoid pa]eobiogeography.1πtιア"ah'0παIsy"ψOsi記1παπdjiιld 1υorhsh0つ 0π


















1くojima, S., Tsukada, K., otoh, S., Ehiro, M. and Kiri110va, G.,2005, Youngest
accretinary complex in the samarka Terrane, Far East Russia, and its
relationship with the Anyui Metamorphic complex. Fhsi s),抗つOsi記祝 0/
IGCP516 (rS記h記ha,' od.13-14,2005)
Ehiro, M., za】ζharov, Y.D. and Minjin, C.,2005, paleogeographic and paleo・
bioge0即'aphic significance of 血e olenekian (Ear]y Triassic) ammonoids from






















永 広 昌 之 . 小 嶋 符 ・ 大 谷 具 幸 ・  A h m a d  T a l a t ・ N g o  x .  T h a n h  . 板 谷 徹 , L ,
2 0 0 6 , 北 イ ソ ド ラ ダ ヅ ク ヒ マ ラ ヤ の 地 質 . ラ ダ ッ ク 山 地 チ ャ ン 峠 東 方 の シ ュ ヨ
ク 縫 合 帯 の 地 質 と 年 代 . 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 2 0 0 6 年 合 同 大 会 ( 幕 張 メ ヅ セ 国
際 会 議 場 )
大 谷 具 幸 . 小 嶋 智 . 中 山 雄 太 ・ 永 広 昌 之 ・  N g o x .  T h a n h ・ 板 谷 徹 丸 .  A h m a d
T a l a t , 2 0 0 6 , 北 イ ン ド ラ ダ ヅ ク ヒ マ ラ ヤ の 地 質 . カ ラ コ ル ム 断 層 に 発 逹 す る
マ イ ロ ナ イ ト の 変 形 構 造 . 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 2 0 0 6 年 合 同 大 会 ( 幕 張 メ ッ セ
国 際 会 議 場 )
T h a n h ,  N .  X . ,  R a y a ,  T . ,  K o j i m a ,  S . ,  o h t a n i ,  T . ,  E h i T O ,  M .  a n d  A h m a d ,  T . ,
2 0 0 6 ,  L a t e  c r e t a c e o u s  i g n e o u s  a c t i V 北 y  p T e d a t i n g  L a d a k h  b a t h o l i t h  i n  n o r t h e r n
I n d i a :  K - A r  a g e s  o f  g r a n i t e  -  d i o r i t e  c o m p l e x e s  i n  t h e  s h y o k  s u t u r e  z o n e
1 9 t h  G ι π ι ア α I U ι ι h ' π g o j t h e 1 π t ι 1 % a h ' 0 π α I u i π e ア α 1 0 g i c a l A S S 0 α ' α ガ 0 π  q 記 1 γ 2 3 ア d  t o
2 8 t h , 1 π t ι " 1 α h ' 0 π α I  C 0 π / ι 才 ι 1 1 C ι  C ι π t ι ? '  k o h ι )
永 広 昌 之 .  Y . D . ザ ハ ロ フ ・  C . ミ ン ジ ン ・ 1 高 橋 聡 , 2 0 0 6 , モ ン ゴ ル ー オ ホ ー
ツ ク 海 は い つ 閉 じ た か ー 一 北 東 モ ソ ゴ ル 産 三 昼 紀 ア ン モ ノ イ ド の 意 義
日 木 地 質 学 会 第 Ⅱ 3 年 学 術 大 会 ( 高 知 大 学 )
高 橋 聡 ・ 永 広 昌 之 ・ 鈴 木 紀 毅 ・ 小 池 敏 夫 , 2 0 0 6 , 北 剖 訓 ヒ 上 帯 , 安 家 一 田 野 畑
亜 帯 と 葛 巻 一 釜 石 亜 帯 の 境 界 地 域 の 地 質 . 日 本 地 質 学 会 第 Ⅱ 3 年 学 術 大 会 ( 高
知 大 学 )
小 嶋 智 . 永 広 昌 之 ・ 大 谷 具 幸 ・  T h a n h  N . X . ・ 板 谷 徹 丸 ・  A h m a d ,  T . , 2 0 0 6 ,
北 イ ン ド , ラ ダ ッ ク ヒ マ ラ ヤ の イ ン ダ ス 縫 合 帯 沿 い に 分 布 す る 新 生 代 モ ラ ヅ セ
堆 積 物 中 の チ ャ ー ト 礫 よ り 得 ・ ら れ 中 生 代 放 散 虫 化 石 と そ の 意 義 . 日 本 地 質 学 会
冴 乳 1 3 年 学 術 大 会 ( 高 知 大 学 )
大 谷 具 幸 . 小 嶋 智 . 中 山 雄 太 ・ 永 広 昌 之 ・ 板 谷 徹 丸 ・  T h a n h ,  N . X . ・  A h ・
m a d ,  T , , 2 0 0 6 , イ ン ド 北 剖 ← カ ラ コ ル ム 断 層 に 発 達 す る マ イ ロ ナ イ ト の 変 形
枇 造 . 日 本 地 質 学 会 第 1 1 3 年 学 術 大 会 ( 高 知 大 学 )
K o j i m a ,  S . ,  T a k a ,  Y . ,  E h i r o ,  M . ,  o h t a n i ,  T . , 1 t a y a ,  T . ,  T h a n h ,  N . X .  a n d  A h ・
m a d ,  T . , 2 0 0 6 ,  T r i a s s i c  t o  c t e t a c e o u s  r a d i o ] a r i a n s  f r o m  c h e r t  d a s t s  i n  T e r t i a r y
m o l a s s e  f o r m a t i o n s  a l o n g  t h e  l n d u s  s u t u r e  z o n e ,  L a d a k h ,  n o r t h e r n  l n d i a .  S ι ・
ω π d  1 π i ι ア " a h ' 0 π α I  s y " 1 つ O s i 記 1 π  0 π  G 卯 1 0 g i ι α I  A π α t o " 1 グ  0 / 三 α S t  α π d  s 0 1 ι t h  A s i a
q G C P 5 1 6 )  q 4 - 1 9  N 卯 の π h ι r , 2 0 0 6  α t  Q 記 ι Z 0 π , 四 h i π i つ 1 ' π ι S )
祐 子 ・  A h m a d  T a ] a t .  N g o  T h a n h  x . .
永 広 昌 之 ・ 小 嶋 智 ・ 大 谷 具 幸 ・
局
板 谷 徹 丸 , 2 0 0 7 , 北 イ ソ ド ラ ダ ッ ク ヒ マ ラ ヤ , シ ュ ヨ ク 縫 合 帯 の " シ ュ ヨ ク 層 "
の 層 庁 と 年 代 . Π 本 地 球 惑 星 科 学 連 合 2 0 0 7 年 大 会 儒 躬 長 メ ッ セ 国 際 会 議 場 )
高 橋 聡 . 山 北 聡 ・ 海 保 邦 夫 ・ 鈴 木 紀 毅 ・ 永 広 昌 之 , 2 0 0 7 , 北 部 北 上 帯 , 大
鳥 層 に 見 い だ さ れ た ぺ ル ム 紀 / 三 畳 紀 境 界 層 . 地 球 惑 星 科 学 連 合 2 0 0 7 年 大 会 ( 幕










131 Ehiro, M. and shen, S.Z,,2007, permian ammonoid shιπg0ιι少αS near the
CapitanianノエπIuchiapingian bound雛y in the penglaitan sedion, Laibin area,
Guangxi province, south china.7hι 16!力 1πtιrπαガ0παI C0πgルSS 0π ihι C4r
h0πifιア0記S απd Pι1'抗iαπ(Nαπjiπg, chl'πα,ノ'記πι 21-24,2007)
Ehiro, M. and shen, S.Z.,2007, Faunalsuccession o{ Late permian ammonoids
across the wuchiapingian/changhsingian boundary in the Laibin area, Guan・
gxi Autonomous Region, south china. rhι 16ih 1πtι"1αh'0παI C0πg兜SS 0π所ι




大谷具幸・小嶋智・今枝久典・永広昌之・板谷徹丸・ NX. Thanh・ T. Ah、
mad,2007,インド北部・カラコルム断層に発達するマイロナイトの形成過程
日本地質学会第H4年学術大会 qヒ海道大学)
永広昌之. SHEN shuzhong,2007,南中国 Laibin 東方の Penglaitan section
の後期ぺルム紀ブンモノイド層序.日本地質学会第114年学術大会(北海道大学)
Ehiro, M.,2007, permian ammonoids of Japan: Their stratigraphic and
Paleobiogeographic significance. Sιかιπth 1πie1π4ti0παI sy?πつOsi記1π
Ceph410つods-P光Sιπt απdつαSt (Sιつte"1hιア 14-16,2007, Sαつっ0拘,/4Pαπ)
Zakharov, YUD. and Ehiro, M.,2007, New data on Guadalupian and Lopingian
ri?πolites of Far East qapan and Russia) and Biostratigraphical and paleo・
biogeographical significance of cyd010bid ammonoids. Sιかιπth 1πtι1παh'0πα1
S夕挽つOsi記1π Cιつh410つods-P1ιSιπt 4πd つαSt (S4つtι祝hιア 14-16,2007, sappom,
ノ幼卿)
Thanh Ngo xuan.板谷徹メ1. Ahmad Talat・小嶋智・大谷具幸・永広昌
之,2007,インド北西部ラダヅクヒマラヤShyok縫合帯における含アルバイ
ト斑晶塩基性片岩.日本鉱物科学会2007年度年会・総会(東京大学)
Thanh, N.X.,1taya, T., Ahmad, T., Kojima, S., ohtani, T. and Ehiro, M.,
2007, M血eralchemistries and K-Ar ages of Hundar granite - diorite complex
in the shyok suture zone, Ladakh Himalaya,1ndia.4劫 111tι1παh'0παI S),祝つOsi・
部?π 0π G0πdWαπα to Asia & 20071AGR Aππ記αI C0πυιπh'0π(1V0υ.8-10
F1ιh記oha,ノ'αつαπ)
Kojima, S., Raya, T., Ehiro, M., ohtani, T. and Ahmad, T.,2007, Ge010gy and
Tectonics of Ladakh Himalayas, Northern lndia: Results 0壬 Joint Research
between Japan and lndia during2004-2006.31dsy"1つOSI'記1π 0/the111tι1παガ0πα1














永 広 昌 之 . 鈴 木 紀 毅 ・ 高 橋 聡 ・ 山 北 聡 , 2 0 0 8 , 北 部 北 上 帯 , 1 」 、 1 形 一 安 家 一
岩 泉 一 田 野 畑 地 域 の ジ ュ ラ 紀 村 力 U 体 の 地 体 構 造 . 地 球 惑 星 合 同 学 会 僻 野 長 メ ヅ
セ 国 際 会 議 場 )
永 広 昌 之 . 小 守 一 男 ・ 士 谷 信 高 ・ 川 村 寿 郎 ・ 吉 田 裕 生 ・ 大 石 雅 之 , 2 0 0 8 , 北 部
北 上 帯 付 加 イ 本 中 の 海 山 石 灰 岩 か ら の 石 炭 紀 ブ ン モ ノ イ ド ・ サ ソ ゴ 化 石 . 日 本 古
生 物 学 会 2 0 0 8 年 年 会  q 山 台 市 )
山 北 聡 . 永 広 昌 之 ・ 1 高 橋 聡 ・ 鈴 木 紀 毅 , 2 0 0 8 , 北 部 北 上 帯 大 鳥 層 の チ ャ ー
ト か ら 産 出 し た 後 期 石 炭 紀 ・ 前 期 ぺ ル ム 紀 コ ノ ド ン ト 化 石 . 日 本 古 生 物 学 会
2 0 0 8 年 年 会 ( 仙 台 市 )
高 橋 聡 . 海 保 邦 夫 ・ 1 " 北 聡 ・ 鈴 木 紀 毅 ・ 大 庭 雅 寛 ・ 掛 川 武 ・ 永 広 昌 之 ,
2 0 0 8 パ ソ サ ラ ヅ サ 海 遠 洋 域 に お け る ぺ ル ム 紀 末 ~ 三 畳 紀 前 期 の 海 洋 環 境 変 動
日 本 古 生 物 学 会 2 0 0 8 年 年 会 ( 仙 台 市 )
山 北 聡 . 永 広 昌 之 ・ 高 橋 聡 ・ 鈴 木 紀 毅 , 2 0 0 8 , 北 割 剥 ヒ 上 帯 大 鳥 層 の 石 炭 系
ー ジ ュ ラ 系 連 続 層 序 . 日 本 地 質 学 会 第 Ⅱ 5 年 学 術 大 会 ( 秋 田 大 学 )
T h a n h ,  N . X . ・  K r i s h u n a n n ,  S . ・ 板 谷 徹 , L ・  A h m a d ,  T . . 小 嶋 智 . 大 谷 具 幸
. 永 広 昌 之 , 2 0 0 8 , ラ ダ ヅ ク ヒ マ ラ ヤ ・ シ ョ ッ ク 縫 合 帯 パ ン ゴ ン 変 成 岩 塊 中 ザ
ク ロ 石 一 藍 品 石 一 十 字 石 片 麻 岩 : ヘ ア ピ ン 時 計 回 り P - T 経 路 . 日 木 地 質 学 会
第 Ⅱ 5 年 学 術 大 会 ( 秋 田 大 学 )
高 橋 聡 . 山 北 聡 . 鈴 木 紀 毅 ・ 海 保 邦 夫 ・ 大 庭 雅 寛 ・ 掛 川 武 ・ 永 広 昌 之 ,
2 0 腿 , 北 部 北 上 帯 の ぺ ル ム 紀 / 三 賓 濠 e 境 界 凧 セ ク シ " ン に み ら れ る ぺ ル ム 紀 末
の 放 散 虫 の 減 少 と 有 機 炭 素 量 の 増 加 . Π 本 地 質 学 会 第 1 1 5 年 学 術 大 会 ( 秋 田 大 学 )
永 広 昌 之 , 2 0 0 8 , 北 上 山 地 の 地 質 研 究 一 こ の 2 5 年 の 進 展 一 . 日 本 地 質 学 会 第
1 1 5 年 学 術 大 会 ( 秋 田 大 学 )
T h a n h ,  N . X . . 板 谷 徹 , L .  A h m a d ,  T . ・ 小 嶋 智 ・ 大 谷 具 幸 . 永 広 昌 之 , 2 0 0 8 ,
イ ン ド ラ ダ ヅ ク ヒ マ ラ ヤ シ ョ ッ ク 縫 合 帯 に お け る フ ソ ダ ー 火 成 岩 類 の 鉱 物 化 学
と  K - A r 年 代 . 日 本 地 質 学 会 第 Ⅱ 5 年 学 術 大 会 ( 秋 田 大 4 淘
遠 藤 渓 . 永 広 昌 之 . 鈴 木 紀 毅 ・ 高 橋 聡 , 2 0 四 , 岩 手 県 久 慈 市 安 家 森 一 小 国
地 域 に お け る , 北 部 北 上 帯 ジ ュ ラ 紀 付 力 Π 体 の 構 造 層 序 . 日 本 地 球 惑 星 科 学 連 合
2 0 0 9 年 大 会 ( 幕 張 メ ヅ セ 国 際 会 議 場 )
大 友 和 夫 . 永 広 昌 之 ・ 吉 田 孝 紀 ・ 川 村 寿 郎 ・ 鈴 木 茂 之 ・ D h 北 a l M e g h  R a j . 山
中 晶 子 .  R e g m i A m a r  D e e p ・  G y a w a Ⅱ B a b u  R a m  一 湯 川 弘 一 , 2 0 仭 , 中 央 ネ パ ー
ル , マ ナ ン 地 域 に お け る 三 畳 系 テ チ ス 堆 積 物 の 年 代 層 序 . 日 本 地 球 惑 星 科 学 連
合 2 0 四 年 大 会 儒 躬 長 メ ヅ セ 国 際 会 議 場 )
永 広 昌 之 . 東 北 大 学 総 合 学 犲 計 専 物 館 , 2 0 0 9 , 地 域 に お け る 観 光 ・ 教 育 資 源 と し
て の 大 学 博 物 館 一 入 館 者 増 の 要 因 を ア ン ケ ー ト 結 果 か ら 探 る ー . 第 4 回 博 物
















































生 出 慶 司 . 永 広 昌 之 , 1 9 8 2 , 地 熱 地 帯 の 形 成 と 火 山 活 動 お よ び 断 裂 系 と の 関 係
一 東 北 地 方 の 伊 ル こ っ い て ー . 環 境 物 質 に 関 す る 総 介 的 佃 究 ( 特 定 研 報 告 ) ,  P
1 - 6
蟹 沢 聰 史 . 永 広 昌 之 , 1 9 8 2 , 堆 積 岩 中 の フ ッ 素 含 有 品 . 環 境 物 質 に 関 す る 総 合
灼 研 究 ( 特 定 研 鞁 告 ) ,  P . 2 3 - 2 9
永 広 昌 之 . 蟹 沢 聰 史 , 1 9 8 3 , 登 米 統 頁 岩 ( 歌 津 地 域 ) の 化 学 細 成 の 垂 直 的 変 化
に つ い て . 日 木 地 質 学 会 東 北 支 部 会 報 ,  n o . 1 3 , P . 1 7
山 崎 円 . 大 上 和 良 . 永 広 昌 之 ・ 大 石 雅 之 , 1 9 8 4 , 南 剖 剥 ヒ 上 山 地 北 縁 部 , 折 壁
峠 の シ ル ル 系 に つ い て . 日 本 地 質 学 会 東 北 支 部 会 報 ,  n o . 1 4 , P 、 2 1 - 2 2
蟹 沢 聰 史 . 永 広 昌 之 , 1 9 8 5 , 北 上 山 地 の 登 米 統 頁 岩 中 に 発 達 す る 含 燐 酸 塩 岩 お
よ 炭 酸 塩 岩 に っ い て 一 堆 裁 岩 類 の 化 学 噛 旦 成 に よ る 古 環 境 推 定 の 試 み . 環 境 物
質 の 相 究 ( 特 定 研 報 告 ) ,  P . フ - 2 0
田 沢 純 一 ・ . 荒 木 英 夫 . 永 広 昌 之 , 1 9 8 5 , 南 部 北 上 山 地 の ぺ ル ム 紀 腕 足 類
R 北 h m o / 郎 i a ,  A ル π 1 地 ル 1 1 α . 日 木 地 質 学 会 東 北 支 部 会 帳 ,  n o . 1 5 ,  P . 1 5
永 広 昌 之 . 大 上 和 良 , 1 9 8 7 , 早 ・ 池 峰 " 衝 上 " 断 層 一 " 早 池 蜂 構 造 帯 " と 南 部 北
' し 山 地 と の 境 界 の 一 形 態 一 . 東 北 " 本 の 深 成 岩 類 に 関 す る 地 質 学 的 . 岩 石 学
的 研 究 ( 総 研 ( A ) 報 告 〒 Ⅱ ) ,  n o . 3 ,  P . フ - 1 0
大 上 和 良 . 永 広 昌 之 , 1 9 8 7 , 北 上 山 地 に 大 陸 性 酸 性 深 成 岩 類 か ら な る 地 殻 は あ
つ た か ? 一 先 シ ル ル 系 基 盤 岩 類 に 関 す る 諸 問 題 一 . 束 北 日 木 の 深 成 岩 類 に 関
す る 地 質 学 的 . 岩 石 学 的 研 究 ( 総 研 ( A ) 桃 告 i " ) ,  n o . 3 ,  P . 1 1 - 1 5
永 広 昌 之 , 1 9 8 7 , 南 部 北 上 山 地 の ぺ ル ム 系 の ブ ン モ ナ イ ト に よ る " 分 帯 " の 試
み . 物 質 の 枇 造 お よ び 機 能 に お け る 対 称 性 ・ 非 線 型 現 象 の 解 明 ( 昭 和 田 年 度 特
定 研 究 報 告 書 ) ,  P . 3 4 5 - 3 5 1 , 東 北 大 学 教 養 部
大 上 和 良 . 永 広 昌 之 . 栗 谷 川 寛 衛 ・ 浅 沼 晃 子 , 1 9 8 7 , " 早 池 峰 構 造 帯 " か ら
ι ι つ t 0 つ h l o a 俳 1 の 産 出 、 日 本 地 質 学 会 束 北 支 部 会 帆 ,  n o . 1 7 , P 3 4 - 3 5
永 広 昌 之 . 大 上 和 良 , 1 9 釘 , 早 池 雌 往 j 上 断 層 に つ い て . 日 木 地 質 学 会 東 北 支 部
会 報 ,  n o . 1 7 ,  P 3 6
永 広 昌 之 , 1 9 8 8 , " 早 池 降 椎 造 帛 " の 地 質 学 崎 【 j ・ 岩 石 牛 オ 杓 再 検 討 ( 一 般 研 究 B
報 告 1 、 わ , 2 0 P
永 広 昌 之 . 大 上 和 良 , 1 9 8 8 , " 〒 池 峰 構 造 惜 " の 地 質 構 造 .  H 本 地 質 学 会 東 北
支 部 会 報 ,  n o . 1 8 ,  P . 2 1 - 2 2
永 広 昌 之 , 1 9 即 , 北 上 山 地 の 地 質 構 造 . 地 学 部 会 誌 ( 宮 城 県 高 等 学 校 理 科 研 究


































































永 広 昌 之 , 2 0 0 1 , 唐 桑 地 域 , 綱 木 坂 一 夜 這 路 峠 の ジ ュ ラ 紀 ア ン モ ノ イ ド 化 石
U l c h 1 1 1 0 え 1 ι ι ? 1 S i s ,  n o . 2 9 ,  P . 5 - 1 3
永 広 昌 之 , 2 0 0 2 , 大 森 林 道 の 地 質 一 南 部 北 上 帯 日 頃 市 地 域 の 中 部 ~ 上 部 古 生
界 層 序 と 三 葉 虫 化 石 一 .  u i ι h i π 0 加 ι π S i s ,  n 0 3 1 ,  P . 8 - 1 5
永 広 昌 之 , 2 0 脇 , 日 本 海 拡 大 前 の 東 ア ジ ブ の 地 体 構 造 の 復 元 . 平 成 1 3 年 度 ~ 1 4
年 度 科 学 研 究 費 助 成 金 基 盤 研 究 ( B ) ( 海 外 学 術 ) 研 究 成 果 報 告 書 , Ⅱ P
E h i r o ,  M . ,  M i s a k i ,  A .  a n d  H a s e g a w a ,  H . , 2 0 0 4 ,  M i d d l e  p e r m i a n  p a l e o ・
g e o g r a p h y  o f  s o m e  G o n d w a n a - d e r i v e d  t e r r a n e s  i n  E a s t  a n d  s o u t h e a s t  A s i a
b a s e d  o n  t h e  a m m o n o i d  p a l e o b i o g e o g r a p h y .  G 0 π d W α π α  R ι S ι α 1 ι h ,  V . フ ( 4 ,  S ) ,
S u p p l e m e n m t a r y  l s s u e ,  P . 1 2 9 7 - 1 2 9 9
永 広 昌 之 , 2 0 0 5 , 本 吉 地 方 の ぺ ル ム 紀 一 三 畳 紀 ア ソ モ ノ イ ド .  U 記 h ' 加 加 肌 ・
S i s ,  n o . 3 7 ,  P . 6 - 9
永 広 昌 之 , 2 0 0 6 , 飯 森 沢 の 地 質 と 化 石 .  U 北 h i π 0 元 勿 ι π S i s ,  n o . 3 9 ,  P . 1 0 - 1 4
永 広 昌 之 , 2 0 0 7 , 南 部 北 上 帯 北 縁 ~ 北 東 縁 部 の 中 古 生 界 と 鱗 木 ・ サ ン ゴ 化 石
U i ι h l ' π o h 記 ι π S i s ,  n o . 4 1 ,  P . 1 2 - 1 5
永 広 昌 之 , 2 0 0 7 , 北 上 山 地 は ア ソ モ ナ イ ト の 宝 庫 .  u i c h i π 0 え U ι π S i s ,  n o . 4 2 ,  P
1 1 - 2 0
永 広 昌 之 , 2 0 0 8 , 北 部 北 上 帯 の 構 造 層 序 断 面 の 作 成 ー ア ジ ア 大 陸 東 縁 の 後 期
中 生 代 テ ク ト ニ ク ス 解 明 に む け て ー . 平 成 1 8 年 度 ~ 1 9 年 度 科 学 研 究 費 補 助 金
( 基 盤 研 究 ( C ) ) 研 究 成 果 報 告 書 , 1 6 P
永 広 昌 之 , 2 0 0 8 , 眠 り か ら 目 覚 め た ア ン モ ノ イ ド  3  題 .  u i c h i π 0 え 1 イ ι π S i s ,  n o
4 3 ,  P . フ - 1 0
永 広 昌 之 , 2 0 0 9 , 南 部 北 上 帯 歌 津 地 域 の 後 期 ぺ ル ム 紀 ア ン モ ノ イ ド と 橋 浦 地 域
の 後 期 ジ ュ ラ 紀 ア ソ モ ノ イ ド .  u i c h i π 0 え 影 ι π S i s ,  n o , 4 5 ,  P ' 3 - 8
4 0
4 1
4 2
4 3
四
4 6
4 7
娼
? ??
